
    

共通教育科目共通教育科目共通教育科目共通教育科目「「「「哲学基礎哲学基礎哲学基礎哲学基礎 BBBB」」」」のののの２００９２００９２００９２００９年度年度年度年度２２２２学期学期学期学期木木木木曜曜曜曜１１１１時限時限時限時限    

    

「「「「認識認識認識認識するとはどういうことかするとはどういうことかするとはどういうことかするとはどういうことか？？？？」」」」    

                    ((((2002002002009999/10/0/10/0/10/0/10/0１１１１))))    

§§§§００００    導入導入導入導入    

    

１１１１、、、、講義計画講義計画講義計画講義計画    （（（（あくまでもあくまでもあくまでもあくまでも予定予定予定予定でででで、、、、変更変更変更変更のののの可能性可能性可能性可能性がががが高高高高いですいですいですいです。）。）。）。）    

§§§§１１１１    知知知知にはどんなものがあるのかにはどんなものがあるのかにはどんなものがあるのかにはどんなものがあるのか？？？？    

§§§§２２２２    究極的究極的究極的究極的にににに根拠付根拠付根拠付根拠付けられたけられたけられたけられた知知知知はははは存在存在存在存在するのかするのかするのかするのか？？？？    

§§§§３３３３    アプリオリアプリオリアプリオリアプリオリなななな知識知識知識知識（（（（獲得獲得獲得獲得するのにするのにするのにするのに経験経験経験経験をををを必要必要必要必要としないとしないとしないとしない知識知識知識知識））））はあるのかはあるのかはあるのかはあるのか？？？？    

§§§§４４４４    全全全全てのてのてのての知識知識知識知識はははは経験経験経験経験にににに基基基基づくのかづくのかづくのかづくのか？？？？    

イギリスイギリスイギリスイギリス経験論経験論経験論経験論（（（（経験主義経験主義経験主義経験主義））））対対対対大陸大陸大陸大陸合理論合理論合理論合理論（（（（理性主義理性主義理性主義理性主義））））    

§§§§５５５５    論理実証主義論理実証主義論理実証主義論理実証主義    

§§§§６６６６    新科学哲学新科学哲学新科学哲学新科学哲学    

§§§§６６６６    分析哲学分析哲学分析哲学分析哲学におにおにおにおけるけるけるける経験主義批判経験主義批判経験主義批判経験主義批判    

§§§§７７７７    ゲティアゲティアゲティアゲティア問題問題問題問題    

§§§§８８８８    内在主義内在主義内在主義内在主義ｖｓｖｓｖｓｖｓ外在主義外在主義外在主義外在主義    

§§§§９９９９    感覚感覚感覚感覚とととと判断判断判断判断はどのようにはどのようにはどのようにはどのように関係関係関係関係しているのかしているのかしているのかしているのか？？？？    

§§§§１０１０１０１０    心身問題心身問題心身問題心身問題    

§§§§１１１１１１１１    テストテストテストテスト    

§§§§１１１１２２２２    予備日予備日予備日予備日        

    



    

２２２２、、、、講義講義講義講義のののの趣旨説明趣旨説明趣旨説明趣旨説明    

・・・・    「「「「哲学基礎哲学基礎哲学基礎哲学基礎 AAAA」」」」ではではではでは上野先生上野先生上野先生上野先生がががが存在論存在論存在論存在論についてについてについてについて講義講義講義講義されたましたされたましたされたましたされたました。。。。    

        「「「「哲学基礎哲学基礎哲学基礎哲学基礎 BBBB」」」」ではではではでは入江入江入江入江がががが認識論認識論認識論認識論についてについてについてについて講義講義講義講義しますしますしますします。。。。    

・・・・    認識論認識論認識論認識論はははは、、、、epistemologyepistemologyepistemologyepistemologyないしないしないしないし theory of knowledge theory of knowledge theory of knowledge theory of knowledge のののの訳訳訳訳ですですですです。。。。    

これはこれはこれはこれは私見私見私見私見ですがですがですがですが、、、、哲学哲学哲学哲学のののの最最最最もももも基本的基本的基本的基本的なななな問題問題問題問題はははは、、、、おそらくおそらくおそらくおそらく    

「「「「世界世界世界世界がどのようになっているのかがどのようになっているのかがどのようになっているのかがどのようになっているのか（（（（How doeHow doeHow doeHow does the world exist?s the world exist?s the world exist?s the world exist?）」）」）」）」    

                    「「「「我我我我々々々々がががが生生生生きることにはきることにはきることにはきることには、、、、どのようなどのようなどのようなどのような意味意味意味意味があるのかがあるのかがあるのかがあるのか（（（（What is the What is the What is the What is the 

meaning in which we live?meaning in which we live?meaning in which we live?meaning in which we live?）」）」）」）」    

というというというという２２２２つのつのつのつの問問問問いにいにいにいに答答答答えることだろうとえることだろうとえることだろうとえることだろうと思思思思いますいますいますいます。。。。    

しかししかししかししかし、、、、これらのこれらのこれらのこれらの問問問問いにいにいにいに答答答答えるためにはえるためにはえるためにはえるためには、、、、    

「「「「我我我我々々々々はどのようにしてはどのようにしてはどのようにしてはどのようにして認識認識認識認識するのかするのかするのかするのか」」」」    

というというというという問問問問にににに答答答答えることがえることがえることがえることが不可欠不可欠不可欠不可欠ですですですです。。。。このこのこのこの問問問問いにいにいにいに取取取取りりりり組組組組むのがむのがむのがむのが、、、、認識論認識論認識論認識論

ですですですです    

    

・ 古代中世古代中世古代中世古代中世のののの哲学哲学哲学哲学ではではではでは、、、、存在論存在論存在論存在論がががが中心中心中心中心でしたがでしたがでしたがでしたが、、、、近代近代近代近代になってになってになってになって認識論認識論認識論認識論のののの重要重要重要重要

性性性性がががが指摘指摘指摘指摘されされされされ、、、、認識論認識論認識論認識論がががが言言言言わばわばわばわば第一哲学第一哲学第一哲学第一哲学とととと見見見見なされるようにななされるようにななされるようにななされるようになったとされったとされったとされったとされ

ていますていますていますています。。。。もっとももっとももっとももっとも、、、、プラトンプラトンプラトンプラトン(photo)(photo)(photo)(photo)のののの対話編対話編対話編対話編でもすでにでもすでにでもすでにでもすでに認識論認識論認識論認識論がかなりがかなりがかなりがかなり

議論議論議論議論されていますされていますされていますされています。。。。    

・ そしてそしてそしてそして、、、、認識認識認識認識についてについてについてについて意識意識意識意識のののの反省反省反省反省、、、、内省内省内省内省、、、、内観内観内観内観によによによによってってってって考察考察考察考察するというするというするというするという方方方方

法法法法のののの限界限界限界限界からからからから、、、、言語分析言語分析言語分析言語分析によるによるによるによる方法方法方法方法がががが登場登場登場登場しましたしましたしましたしました。。。。現代哲学現代哲学現代哲学現代哲学はははは、、、、２０２０２０２０世世世世

紀初頭紀初頭紀初頭紀初頭ののののフレーゲフレーゲフレーゲフレーゲ(photo)(photo)(photo)(photo)によるによるによるによる言語論的転回言語論的転回言語論的転回言語論的転回によってによってによってによって始始始始まるとまるとまるとまると考考考考えられえられえられえられ

ておりておりておりており、、、、そのそのそのその後後後後はははは言語哲学言語哲学言語哲学言語哲学がががが第一哲学第一哲学第一哲学第一哲学とみなされるようになりましたとみなされるようになりましたとみなされるようになりましたとみなされるようになりました。。。。    

        

    

このこのこのこの講義講義講義講義のねらいはのねらいはのねらいはのねらいは、、、、次次次次のののの二二二二つですつですつですつです。。。。    

    

・・・・認識論認識論認識論認識論におけるにおけるにおけるにおける最最最最もももも重要重要重要重要なななな現代的問題現代的問題現代的問題現代的問題とととと議論議論議論議論、、、、そしてそのそしてそのそしてそのそしてその歴史的背景歴史的背景歴史的背景歴史的背景につにつにつにつ

いてのいてのいてのいての理解理解理解理解をををを学生学生学生学生がががが得得得得ることることることること、、、、    

・・・・講義講義講義講義をををを終終終終わったわったわったわった後後後後にににに学生学生学生学生がこのがこのがこのがこの問題問題問題問題をををを自分自分自分自分でででで考考考考えるようになってえるようになってえるようになってえるようになって欲欲欲欲しいとしいとしいとしいと

いうこというこというこということ、、、、    



    

§§§§１１１１    知知知知にはどんなものがあるのかにはどんなものがあるのかにはどんなものがあるのかにはどんなものがあるのか？？？？    

    

１１１１、、、、「「「「知知知知」「」「」「」「認識認識認識認識」「」「」「」「知識知識知識知識」」」」などのなどのなどのなどの言葉言葉言葉言葉のののの差異差異差異差異についてについてについてについて    

    認識認識認識認識（（（（cognitioncognitioncognitioncognition、、、、ErkenntnisErkenntnisErkenntnisErkenntnis））））はははは、、、、知識知識知識知識（（（（knowledgeknowledgeknowledgeknowledge、、、、WissenWissenWissenWissen））））とととと異異異異なるなるなるなる。。。。

あるあるあるある文脈文脈文脈文脈ではではではでは、、、、区別区別区別区別のののの必要必要必要必要がががが無無無無いがいがいがいが、、、、あるあるあるある文脈文脈文脈文脈ではではではでは区別区別区別区別すべきであるすべきであるすべきであるすべきである。「。「。「。「認識認識認識認識」」」」

はははは、「、「、「、「獲得獲得獲得獲得されたされたされたされた知識知識知識知識」」」」というというというという意味意味意味意味でででで使用使用使用使用されることがあるがされることがあるがされることがあるがされることがあるが、「、「、「、「知識知識知識知識をををを獲得獲得獲得獲得すすすす

ることることることること」」」」というというというという意味意味意味意味でででで使用使用使用使用されることもあるされることもあるされることもあるされることもある。。。。またまたまたまた、「、「、「、「彼彼彼彼はははは、、、、映画映画映画映画マニアマニアマニアマニアでででで、、、、映映映映

画画画画についてについてについてについて非常非常非常非常にににに詳詳詳詳しいしいしいしい知知知知識識識識をををを持持持持っているっているっているっている」」」」ということはいえてもということはいえてもということはいえてもということはいえても、「、「、「、「彼彼彼彼はははは映画映画映画映画

についてについてについてについて非常非常非常非常にににに詳詳詳詳しいしいしいしい認識認識認識認識をもっているをもっているをもっているをもっている」」」」とはとはとはとは言言言言わないわないわないわない。。。。何何何何かかかか失敗失敗失敗失敗したときにしたときにしたときにしたときに、、、、

「「「「私私私私のののの判断判断判断判断がががが甘甘甘甘かったかったかったかった」」」」とかとかとかとか「「「「私私私私のののの認識認識認識認識がががが甘甘甘甘かったかったかったかった」」」」ということはあってもということはあってもということはあってもということはあっても、「、「、「、「私私私私

のののの知識知識知識知識がががが甘甘甘甘かったかったかったかった」」」」ということはないということはないということはないということはない。。。。    

    「「「「認識認識認識認識」」」」にはにはにはには、「、「、「、「認識認識認識認識するするするする作用作用作用作用」」」」というというというという意味意味意味意味でででで用用用用いられることがあるがいられることがあるがいられることがあるがいられることがあるが、、、、しかしかしかしか

しししし「「「「知識知識知識知識」」」」やややや「「「「知知知知」」」」にはにはにはには「「「「知知知知るるるる作用作用作用作用」」」」というというというという意味意味意味意味でででで用用用用いられることはないいられることはないいられることはないいられることはない。。。。ここここ

のののの作用作用作用作用のののの意味意味意味意味をををを除除除除くとくとくとくと、「、「、「、「認識認識認識認識」」」」とととと「「「「知識知識知識知識」」」」とととと「「「「知知知知」」」」のののの中中中中ではではではでは、「、「、「、「知知知知」」」」がががが最最最最もももも広広広広

いいいい意味意味意味意味でででで用用用用いられているいられているいられているいられている。。。。    

認識論認識論認識論認識論でででで伝統的伝統的伝統的伝統的にににに扱扱扱扱われてきたわれてきたわれてきたわれてきた「「「「認識認識認識認識」」」」ないないないないしししし「「「「知識知識知識知識」」」」はははは、、、、以下以下以下以下にににに説明説明説明説明するするするする

「「「「命題知命題知命題知命題知」」」」にににに当当当当たるものであるたるものであるたるものであるたるものである。。。。しかししかししかししかし、、、、知知知知にはにはにはには、、、、それそれそれそれ以外以外以外以外のののの種類種類種類種類のものもあのものもあのものもあのものもあ

るるるる。。。。    

    

２２２２、、、、知知知知のののの分類分類分類分類    

「知」ないし「知識」と呼ばれているものを、次のように分類できるだろう。 

（１）命題知命題知命題知命題知 (know (know (know (know----that)that)that)that)：「日本の通貨は円である」などの命題形式をもつ知

識 

（２）技能知技能知技能知技能知 (know (know (know (know----howhowhowhow））））：自転車の乗り方を知っている(photo)。ネクタイの

結び方を知っている、など。この知はやり方を知っているという意

味であって、やり方を言葉で説明できるという意味ではない。 

（３）再認再認再認再認知知知知 (know (know (know (know----what)what)what)what) ：「ベジマイト」(photo)「芥子漬け」(photo)の味を

知っている。 

        もし、彼女が、ベジマイトの味を味わったならば、それがベジマイ

トの味だと再認(recognition, recognize)できる。もし、彼女がナ

ナカマド(photo)を見れば、それがナナカマドだと再認できる。もし、

彼女が、彼の友達を見れば、それが彼の友達だと再認できる。 

      

 

 



（以上の区別は、戸田山和久『知識の哲学』産業図書、第一章、を参考にして

いる。戸田山氏は、そこで次の体験知を第四のものとしてあげている。） 

 

他にも知と呼べるものがあるだろうか。曖昧な事例を考えてみよう。 

 

＊＊＊＊体験知体験知体験知体験知（（（（knowknowknowknow----whatwhatwhatwhat----itititit----isisisis----likelikelikelike））））（例えば、山登りの楽しさを知っている）のよ

うなものもあるだろうが、それらは（１）（２）（３）のいくつかを混合したも

のであると考えられる。戸田山氏は、これを（２）の一種だと述べている。私

には、これは（３）と殆ど同じではないかと思われたので、別立てしないこと

にした。「コウモリであるとはどのようなことか」（ネーゲル） 

＊＊＊＊言葉言葉言葉言葉のののの意味意味意味意味のののの知知知知、例えば、「権利」という言葉の意味を知っているというのは、

「権利とは、・・・である」というような命題知命題知命題知命題知を持っているということである

か、あるいは、「権利」という言葉の使い方を知っている、という意味の技能知技能知技能知技能知

を持っているということである（言葉の意味は用法である）。 

＊＊＊＊人物人物人物人物をををを知知知知っているっているっているっている、例えばｘさんを知っているというのは、ｘさんに会えば、

ｘさんだとわかる（人物を同定できる）という意味の再認知再認知再認知再認知を持っているとい

うことであるか、あるいは、「ｘさんは、どこに住んでいる」とか「ｘさんの専

門は・・・である」とか「ｘさんは独身だ」とかの命題知命題知命題知命題知を持っているという

ことである。 

＊＊＊＊言言言言葉葉葉葉をををを話話話話すのはすのはすのはすのは技能知技能知技能知技能知であるであるであるである。。。。技能知は、身体運動の技能に限らない。たと

えば、暗算をすることは、技能知である。さらにいえば、筆算をすることも技

能知であり、数を数えることも技能知である。そして、このように拡張するな

らば、文法に適った日本語を話したり、書いたり、読んだり、聞き取ったりす

ることもまた技能知である。 

＊＊＊＊聞聞聞聞きききき取取取取ったったったった音音音音をををを、、、、楽譜楽譜楽譜楽譜にににに書書書書きききき込込込込むことはむことはむことはむことは技能知技能知技能知技能知だろうだろうだろうだろう。。。。しかし、それは例え

ば「これは、ラの音だ」という知を必要とする。その意味では、音を楽譜に書

き取るには、再認知再認知再認知再認知もももも必要必要必要必要だだだだ。。。。 

    



＊＊＊＊「「「「これはこれはこれはこれは、、、、ララララのののの音音音音だだだだ」」」」とととと分分分分かるのはかるのはかるのはかるのは、、、、再認知再認知再認知再認知かかかか？？？？    

「「「「これはこれはこれはこれは、、、、ララララのののの音音音音だだだだ」「」「」「」「このこのこのこの音音音音はははは、、、、あのあのあのあの鳥鳥鳥鳥のののの鳴鳴鳴鳴きききき声声声声とととと同同同同じじじじ音程音程音程音程だだだだ」「」「」「」「これはこれはこれはこれは、、、、

私私私私のののの傘傘傘傘だだだだ」」」」これらはこれらはこれらはこれらは、、、、再認知再認知再認知再認知であろうであろうであろうであろう。。。。これらはこれらはこれらはこれらは、、、、命題形式命題形式命題形式命題形式のののの知知知知でもあるでもあるでもあるでもある。。。。    

    



    

注注注注：：：：ポランニーポランニーポランニーポランニー『『『『暗黙知暗黙知暗黙知暗黙知のののの次元次元次元次元』』』』（（（（佐藤敬三訳佐藤敬三訳佐藤敬三訳佐藤敬三訳、、、、紀伊国屋書店紀伊国屋書店紀伊国屋書店紀伊国屋書店、、、、1980198019801980年年年年））））    

Michael Polanyi “The Tacit Demension” Routlede & Kegan Paul, London, 

1966. 

「「「「潜在知覚潜在知覚潜在知覚潜在知覚」」」」(subception)p.20(subception)p.20(subception)p.20(subception)p.20    

「暗黙知という行為においては、あるものへと注目する(attend to)ため、ほか

のあるものから注目する(attend from)と表現することにしよう。つまり、暗黙

的関係の第一項から第二項へと注目するのである。この関係の第一項が我々に

対してより近くにあり、第二項が遠くにあることは、さまざまなかたちで明ら

かにされるであろう。解剖学の言葉をもちいて、我々は第一項を近接的、第二

項を遠隔的と呼ぶことが出来るだろう。そこで、我々が語ることができない知

識を持つということには、それは近接的項目についての知識を意味している。」

(訳 p.24) 

    

    

    

＜＜＜＜ミニレポートミニレポートミニレポートミニレポートのののの課題課題課題課題＞＞＞＞    

１１１１、、、、    命題知命題知命題知命題知、、、、技能知技能知技能知技能知、、、、再認知再認知再認知再認知のののの混合混合混合混合したもののしたもののしたもののしたものの例例例例、、、、あるいはそれらあるいはそれらあるいはそれらあるいはそれら３３３３つのどつのどつのどつのど

れにもれにもれにもれにも属属属属さないとさないとさないとさないと思思思思われるわれるわれるわれる知知知知のののの例例例例をををを挙挙挙挙げよげよげよげよ。。。。    

２２２２、、、、    再認知再認知再認知再認知はははは常常常常にににに命題形式命題形式命題形式命題形式をとるのかどうかをとるのかどうかをとるのかどうかをとるのかどうか、、、、考考考考えをのべよえをのべよえをのべよえをのべよ。。。。    

    

    

    


